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のてあるか、
荀子における儒家的理念と天の思想的位置
ノ‘
分」の論は、
この認味で興味深い。即ち筍子は性11惰欲廿悪という主張を提示することによっ
て
能動的失践の性調、
即ち礼治の必使を強刀する
その主張を支える論理こそ所謂「性伶の分」の論てあった。要するに性11生得的所与、偽11後天的文践と規i.JLし、仁＇立をはじめ
と
する道徳的実践は、
まさにこの後天的実践にほかならないと断定する。
しかもその際偽が何故可能なのかという点については、
全くふれられて
つ
まり「性偽の分」
の論は、
偽を可能にする基盤を不問に付しているので
ある。
こうしてはじめて釣子は性悪を主張す
るに
もかかわら
ず（荀子の論理に即して言えば
II性悪
II
であるが故に）礼による教化、
化育を要請し得たのであ
る。
わらす
、
性の内丈をい欲こ限出した荀子においては、
その内的砧盤を性に求めることがて
r'きないからてある。
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の内的日立を期待する以上、
巾法の化と
いう外的契拭とともに、
教
化、
化育され得る悲盤を人間各自の生得的資質に求ぬさるを打，ばい’[＇もかか
、.i
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'）こには荀子にとって根涼的難間とも言うべき間題か
つ
きまとうことになったのてある
。
て微底
化
し
、
しかも他方執拗に教化
、
化育の実現を要諮するという荀子固有の礼治息愁が展間されていること、
なとが確認て
き
た。
l1
こ
4il、
定寸 付
瓢
及び統治の合理性
、
効率性をめぐる政治應識か重要な契檬
�として介在しているということ
それによれは信賃必罰の統治原狸を打応し蚊終的には礼治
を統治
の
切り札としてゅ斧叩する尉知の統恰論の背後には
の所謂礼治息想こ集的された侶家的理念において
、
(1) 
におげる仙家的即合と天の息想的位附八序讃＞」
こおい
て
は性論と統治論とのかかわり
序
、IlI""一古lJ
天の息想が如何な
る位置を占めていたのかという間屈息識のも
と
に
、
荀子における儒家的理念と天の思想的位置
というのも最終的こ教化
、
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これまて「荀子
弘
間
、
陰鳳風m
」
などの客観1な自然昇の事物こそ荀子の天にほかならないと力説し
ている。
て
II孔 子 の 天 は 主 宰 の 天
II
孟子の天は
II主宰の天・
連 命 の 天 ・ 義 JjE の 天
Ii
影 響 に よ る も の と し て い る 。
更に天息想と実践論
との閃州に言及
して、
孟子の
II義理の天
III
{II
性 苦 説 の 形 而 上 学 的 恨 拠
II
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孟子らの咀心主義的天と対'iL的てある
ji
と い う 見 解 を 披 歴 し て い る 。 ＞
、ま た 杜 国 序 も 、
子の宇宙観（天論）は、
先秦語子のうちて吼物主義的坂素が最も既富
Jt
ており、
それは宋朗、
平文らの天直観の影響を深くうけている旨を心ベ
に 認 い て
II自然の天
II
II物質の天
II
になったという旭本的見解を提示し、
い
。主
ず 八 『 中 曰 息 想 通 史 』 p
.
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では孔子、
孟子における天が
はじめに間題点の所在を明確にするために、
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葡子の天思想
(I) 
践
の基盤として心を設定
するのである。
しかも心は
生得的、
天 与
とさ
れながらも、
性の内実が隋欲である以上
、飽
く ま で も 性 と 区 分
され、
性
に
優
位
するものとして位置づけられるのである。
このような事情から、
従来
心
を性と把握すべきかを否かをめぐ
っ て 、
よ
り重要
な
ことは、
荀子においてこのような心が「天君」
として規定されているという事実である。
と
いうのもここか
ら、
通説
と
は
異
な
り、
教化、
化育という荀子における怖家
的理念
を
支えているものとして、
天 が 位 置 つ け ら
れていること
が窺われるからであ
る
。そ
こて木
稿 で は 以 上 の 研 究 経 過 の
も と に 荀 子 の 天 思 想 お よ び 実 践 論 と の 論 理 的 関 係 に つ い て 論 究 し て ゆ く こ
と
にする
。
しかしだからといって、
筑波大学
そ れ 故 、てある
と
し 、
の 天
II
従来の中国思想研究において、
II先秦最大の咀物主義栢学塚
Ii
と謹価して、
II孔
それに対して荀子の
天
を
II自 然 の 天
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と解釈し、
老任の
そ の 著 八 『 先 秦 語 子 思 想 概 炭 』 P
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50>‘こむいて、
また渇友蘭は八『中曰哲学史』p
.
3 5 6
► 
のばか
荀 子 の 天 と は 「 自 然 」
と同筏語てあり、
てあっ，口のに対して、
荀子ては大
き な 変 化 が み ら 仇 入 は 化 子
荀子の天思想がどのように把握されてきたのかを概観してお、さた
Jのことは荀子が偽の
基 盤 を 考 え て い な
かっ
たということを意味するわけではない。
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以 上 煩 を い と わ
り、
神 明 て あ っ た と 緒 論
し
て い る 。
天のもとにととまっているのてもって、
人 間 を 天 の 外 こ
の分とその後」 げは、
非宗教内性格であり
、
と い う 解 釈 で
、 の
金谷氏もまた
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者 注 ） は 人 行 に 依 る 自 然 の 利 用 と い う 糾 し き 閃 係 を 以 て を以て天の作川を左右すべしと言ふのは、 しているのである。
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日木こ詞いても、
凰に重沢俊郎氏か
、
その
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し
の天をるぐる させるものではないこと
1.� ·- っているところ[、[ある。
この
している。
だが也田氏の
るところはない
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II人 の 価 伯 の
みていることでは、
こ且まで紹介した語説とかわりがない。
し た た る て も っ た
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こして こ
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その苫『間漢息想研究』に、
である。
これ｝戸刈して
、
べき見解を列挙してみたが
こ 天 を ぢ
うな見解に対して金谷治氏は八「荀子の『天人の分』について
そのし て
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として
i-
めようとずる
II 荀子は
、天
を 自 然 と し て と ら こ る べ 、 き か 否 か 、
ま え
の 況 み ぱ
、
、
つ 、ギ
しーオ
1
の 天 二 つ い て は
、
)f
忙1- 了r
ン
4-｝' 
o
ii1J 
、マ
6．． 
ー．＇
二 ぢ い て ら 、
を 互 よ う と ナ る こ と
9) 
， 
‘��『
し て い ろ
II
とらる、i15l)こ
、
こここ荀
＇�犬い且
t訃
し
、
を廿斗
1
し て 、 池 In ， 仄 利 氏 、
＼手、’-6
、
JI-1. しては失格 て ら っ ’ { ] が
、
の 天 息 想 ， 、 言 げ 予 的 性 格 を み エ ' ) と ず る こ の 、 ぷ
ーー
、 ゞ
if疇
、
と
直 べ
、
、
）
月i
さ
るを
�f
」ぷ
''" 
"い('
/f
‘ヅ、
I
、1\)II
‘
と
し
三卜'
24 
ご ' ) ) ­
�3 
り
)jペ11)
と
り 札 牧
ー｝
六五
天 ぱ 自 佐 て は
.、Sl)\］
、
巨i壬
、
）臼11り／J
：,＇．
7ー
は る か
この、こう
L:lj文ぅくまでも
/ 9 } 
ーソIs庁
':;'
ノf、
99‘,`
P
）立・iリ
-1)
しご
、
る
＇，
1、-
し
一ー(
.... ， 
r ，ヽ
� ｀ ， るのな斥庁こりてらって
以 し て
る天 ，J-ご了ノ
4�
9:ている。
しかし
0) 
1 1 
-r.、
'-­
ヽ
0) 
の根拠
-r:、
ヽ
の 天 人
: •こ
る
員が〈 ち る
。
9 』
ヽ □しごら
i-
はむしら人間
fl 面 し て 白 者 （ 火 と 人 、 II二 ＼ ど 勿 と し て1
ノ
~,4
9
―­V, 一
、
、
＼、）
し）
）
<l,
：ー·、
9-1
し
r,．)、,3I
／
□附認げ
パー
、，．」）、
1：
\J
f
コー
1,H
一ー、1T？ー一くこCIIi
ズ
古悩礼り
の
閲Ilチ，
Jリ（也
天にはにら｀さをかけようとする、 と い う 一 山 の
し
＼
(j: ヽ以為文罰占
兄隊木鳴、 こ
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として
口 、
日 月 足 辰 嬬 歴 、
是畠架之所同也、
属以冶、
気以乱。
の
的てあった呪術りに天人閃係を見叩立する風蘭を打破すること
荀 馴 倣 濁 世 之 政 、
分」とは如何な
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門 避 す る こ と を 打 般 し よ う と す る
日 刀 食 而 救 之 、
曰、
侶何也。
茫天地之変、
陰属之化、
物之半
吉 凶 禍 福 の 前 兆 を 信 ［ 」 と も る ャ
5、うこ
巫
祝
、
あてて検討してみよう。
一体天論篇の趣旨か奈辺にあったのか、
このような祝点に立つとき、
起 、
飢傷也。
上
1
而政阪、
則是闘鋼一至者、
熊益也
小 人 之 勾 伺 也 認 行
の当閏、
白処戻象としての入の変化と人閂札会の古凶附似とを囚果的に
とらえ、
い わ は 呪 術 的 に 天 人 関 係 を と ら え る こ と か 、における実践の
天 小 為 人 之 四 寒 也 而 條 冬 、
他不乃人之屈湛辿也而條廣
、
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ることが知られるてあろう。
そこて、
、ま
かなり一般的風囀てあったこと、
したととらえている。 邸襦小狗、
翡 以 為 得 求 也 、
『史記』は
ひか九るのか こおいて、
てある。
以文之也、
大 道 の
孟 荀 列 伝 の
そして
に 立 っ て い た こ と を よ く 伝 こ て い る 。
ことに
そ の よ う に
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荀子におげる儒家的理念と天の思想的位置
照す」
「
四時か代る代る去来する」
ここには従来ほとん
「陰阻の二気は大きな変化を行う」「風雨はあま虹くゆきわたる」として白然界の連行、
即ち日然視如、か外
言きた荀子にぢける天の性格が明瞭こ示さ礼ている。
ます□ては「列閉か
ってらくる」
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莫知其熊形。
夫是之謂入。
囁聖人為不求知天
白然以因 ほかならばいと見定することはてきないということてある。という前掲文や
‘!！
Lご＼M
D
o
·ヽ-\ "｛
手
い
可ノ汀4
曰、
日月州辰瑞豚、
是萬梨之所同也、
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架以乱。
通況化していることは凰に述ぺた。四するに荀子において天とは「日月」
そこて次に間屈となるのか、
そもそも荀子にお叶る天とは何かというこ
と
てある。
荀子における天とは客休1自然、
或いは白然崖＂象として
の
在天者莫明於日）、
在地者1於水火、
在物者莫叫於珠玉、
在人者莫明於礼義
とあり、
この場合の天か1月兄辰などの日愁現蒙を鯰味していることが了解て｀きる。
たか、
学され、
次に③では自然界の正行変化と万物と 閃姐について説かれる。即｀）っ陰陽の調和をぱじめ する日然界の調和を得て生し、
風1をはじ
ぬとする白然界の各｛いを得て成長するのが万物てあるとされる。即ち□5て 自然界の連行変化 万物との閃係こついて生成化'-1という白処臭象について述ぺられている。
さて問題は③てある。
というのも③はこのような生成化育が展開さ仇る所以を荀子が
からてある。即、予句子こよ九は「不見其事」とあるように陰陽四時
の
によって万物が生成化育するという自侭現象を成り立たせている原
あったことか確認てきる。
以J漏じてきたとこうから、
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天論篇の趣旨とは勾
比喩というにはあまりにら極端であるが、
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一とは
「四間」であり、
「陰悶」
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を
汀してし
ここからたたちに荀子＇』おげる天は
「風1
」
に
人間の
実践の責務を重
祝せん
がために当闊
の呪術的
天人観を打般
しよ
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するところに
それほどに当時の呪術的風闇か板強かっ，こと言えよ一）。
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ちがいないのどが、 物の生成化育）だけてあるとされる。変するに陰陽四時のらきは自然現象ではなく、
従って形而下的な存在ではないと規定されているのてある。
ま
た
、
は自然界の
生成化育を成立せしのる所以について海じたのち、
て
の
形
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II
現象てはないということは当然のことながら経恰認識によってはとらえら礼ないのであるから、
ここて事態を一屈明瞭にする之めに楊偲の注をみてみよう。楊椋ぱここて「不見和聾之事、
但見成功。
斯所以為神、
若有真宰然也」という注
を付している。真宰とは同知のようこ『荘子』斉物論篇の「楽出虚、
蒸 成 菌 、
日 夜 相 代 乎 前 、
、 、 、、
、
‘‘.、
、 、 .
生 乎 、
非彼熊我、
非牧興所取、
是 亦 近 突 。
而不知其所為使、
若有真宰而特不得其咲、
可 行 已 信 、
而不見其形、
有閉而餌形」の一節に見える言葉
である。
ここの泊旨は
JJ音楽は空虚から出る。
る ） 。
しかし何によってそうなっているのか
はわからない。
た だ 実 際 に 現 象 と し て 展 開 さ れ て い る の た か ら そ う さ せ
て い る 者 （ 真 宰 ） が あ る に は
化 す る 現 象 て
はなく、
小成変化させている者てありながら、
それは
外的にはたらさかけるのてはなく、
生成変化そのらのに示さ礼ている者てあ
(3) 
ることが
理解 さ れ る て お ろ う 。
こ う し て み れ は
”険陽四貼によって万物を生成化育させている原因、
は た ら き
は 日 で 見 る こ と ぱ で さ な い 。
た だ
そのはたらきの跡たけを目にずることかてきる
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川 折 を 経 つ つ も 昭 嚢 王 に ひ き つ か れ 、
以土荀子における礼治
（実践の論理）と天思想とのかかわりについて論じてきた。
そ こ で 最 後 に 時 代 相 を 視 野 に ぢ き つ つ 、
ガ 奈 辺 に あ っ た の か を 考 え る と ‘ き 、の 「 令 民 為 什 伍 而 相 収 司 近 坐 、
不告姦者股斬、
侶 姦 者 与 斬 敵 首 同 貨 、
匿姦者与降敵同罰、
民有二男以上不分異者倍其賦、
有叩功者各以率受J
図 、
為 私 闘 者 各 以 腎 重 被 川 、
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無功者廊宮側所芥華」という言築は孝公の時、
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厳 格 な 信 買 必 問 主 義
の実肋による中央化枠的支配体制史現への口火が切られたことを如実に物語っている。
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当間の時代の趨勢か典型的に映し出されている秦の国情である。
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の主体を形而上的存在としての天に求のる荀子の天思想が『荘子』外篇における天思想こ連なる、ものであることが理解されるてあろう。 校 討 か 必 娑 と さ れ る か 、
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儒家的思惟への接近を示している。
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天連覇をよりどころにして概観してきた。
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(5) (4) (3) (2) (1) 注
荀子にお口る他家的理念と入の息想的位栢
「 人 森 」 は 次 の 「 人 政 」 と 同 じ く 、
その
腐 点 飼 め て 闘 解 て い 来 そ の 解 釈 が 戸 〗 れ て い る 。 ） 刀 う
十 念 係 に 順 い 「 能 」 を 「 態 」 に 解 く 。
けたことを記しておく。 れ て い る 。
VI、
本仙先に際しては、
後 に も 言 及 す る よ う に 韮 褐 古 を は し め と し て 『 中 国 虹 学 の 肌 塁 』
荀了に応ける人が決して機賊的な自然現象にととまるものてはないことは、
虹 に 原 富 男 博 十 か 、
そ の 著 『 中 ＂ 手 息 化 の 板 伍 と 儒 学 の 復 位 』 に [ / い て 指 悩 さ
功」とする必要はないと思う。
、、、、、
褐 侃 に 「 或 1 、
嘗為人是之訓人功
、
脱功字且」と＇王り
ー念呈もそれを支持しているが
エ 念 係 の 主 張 は う か ら す ぎ て あ り 、前 後 の 文 心 ふい ら お 七 [ ミ 「 人
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(16) (15)（口)
『左博』附二十六年の「斉峠凧『祈釈IIm文大糸
荀子上』
晏予曰無益也、
抵取謹焉、
p
.87
参照。
（い）
『祈釈役文大系
p.172参照。
(12) (11) (10) ( 9 ) 
は
、ま
さに中国的息惟の核心を衝いている。
(8) 
＇�刈退』などは怠吼収木と解釈し、
家□大峯『荀子断』久保愛『荀子増注』などは地財と解丁る立場をとっ
ている。
「入政」
に
ついても「久翡」と同じく、
そ
の意味するところがつかみにくいが、
ここでは「天政言如賞門之政令」とい
原富男博上＂名『中箪思想の根恐と儒学の優位』
P
-1 9 3
における「即ち天の
いるものがあるにしても、
善の先験性を予件とした上に成立っているのである。
性に苦かf件されているという氾紺に対し
て、
性也笥に展開された主張の
いい、
性の裁成といい、
たとえ荀子のようこ性ぱ也たととなえて
善の先験性の承詑は、
無条件的あるいぱ批判の外に在る」という指脳
従来
荀子にあっては性は大li自然という解釈から価伯
以前のものとして
把
燿さ九
、
しかも他方心を性にふくめる見地からは、
心乃知的、
意志的殴能を
ふまえて、
性を
＂可能泥戸として把桐する見解が励々提出
されている。
だが
、
そ
もそら一方では（惰欲に対しては）価頒以前として把桐した性を、
他方ご
は（心を性の一部とする場合には）可能態とする把伽
か、
曖昧 を免れないこ は明らかであろう。
ど性忠篇ては性に対する
考察が専ら應に向ってなされている事実を否定し
な
い。
しかし重要なことは
、
その性他篇においてさえ「定の人なる者
も、
行内ぱ
以て父子の義を知る可く、
外は以て月臣の正を知る可し」と説かれているように、
荀子においても儒家的思惟の特質として
の楽天的性格ーー現実万←也を素直
に虚めつつ、
しかも何の矛門を感することなく他方において人間の生得的資質に
道徳的実践能力を期待するーを
、確
認することかてき
る
f>
『荀子束繹』に『礼晶』礼連注を引いて「分」を「職」の怠としている如く、
って、
恨加的価値としての大の否定までも怠味しているわけではない。
「天人之分」の「分」とは、
あくまても入と人間との
“闊分＂
立＇圧不てあ
， 
の
�
解蔽篇にみられる「什子蔽於人而不知人」という荀子の荘子拭刊も、
荀子が荘子こおけ
るり
人為
11
の
放棄を批詞していることは明らかてある
か、
ここか
ら"1fが人を実践論の恨拠に位凶つけることを否定したとするのは速断にすぎることは
、本
論から首肯てぎるであろう。
見Eしている。！に
J
大学・中庸』
猪詞散所 荀子補辿』に順い「故」を「政」に解く。
不試其命、
若之何頑之、
11一犬之有彗凧山、
以除磯也、
且熊悼他、
又
何絨鳥、
杓徳之欄、
峨之何損」という周知の一節も、
孔子に先立って天人閲係の呪術的把捉の訂破と人道の重視を強調したものとして江Llさ九る。
屈知のよう戸泊の劉買徊は『論語正義』において「五十而知天命」に注を付して「畠召語云、
以為灼川徳命也
青凶帰年則禄命也」と心へ、
人間に与えられた天賦の道悟的資質を徳命、
同じく天賦の吉凶、
禍福、
生死夭寿などの伯別内境遇を緑命と
(7) (6) 
ヰ斤
l:::1 
心ヤ
�
ゴ
ニ
今天其命哲命吉凶命歴年、
91
,＜
Lj‘ 1 
,i文
:91-Jjー-‘会、Jこ
Li
り．t1,'
' r,
,
9‘ 
足生質之巽而
J臼
可
てないのではないかという反論が太さ礼るかもし礼ない。
九〇
斉なるこ
(24) 砂｝）
荀子における儒家的理念と天の思想的位置
（『倫理学研先』第二十号所収）で論じた。
陰勘思想が荀子の思想にどのようにかかわっているのかについては、
政妙な問題な
の
て砂を改めて畠丁ることにし応い。
『庄子哲学討論集』所収「庄子八外雑筒＞切森」参照。
(23) 
この問屈については拙稿「荘子内篇の論理構造」
対的関係の一方に固執しないという慈味である。る天悦の意味も、
恰も天の嘱臼によって和えるが如く
九
(21) 
ままに在ることに示されるのである。
(20) 
宮崎氏のこの見解が沖旧左右古氏の
上ロIiillIを一種のテモソとする立場八『論語と孔子の思想』p
.
469>
に連なるものてあることは言うまてもない。
「関於八人間枇＞．非荘子所作況」
においては人間世篇は什周の手によるものてはないの
てはあ まいかとされている。
しかし、
これらはすぺて批鼠の域にとどまるものてあリ、
ここてはひと
ます内七篇をひとまとまリのものとする立場をとっ
こ
。内篇においては道も天と同義である。
大宋師篇には「夫道有情有信、
無為無形、
可陣而不可受、
可得而不可見、
自本自恨、＇「本有人地、
白古以囚存」とあ
り、
これによれば道は万物の根本てあり、
その意味で万物の主宰者てあるが、
しかし、
そ九も決して外から慟きかけ、
支配するのてはなく、
り物があるが
従って、
悧＝＝峠四の況話における「足以生人和之以足非而休乎天釣、
是之謂両行」の意味も
対立し相克している一方を峠連久理没訓せし力ることこょ
って対立と相'1心を解消しようというのではなく、
自己の立場への固執を去リ、
相手をそれなりこ存在するも
のとして把尻し、
そうすることによって伎此の
伯別性をそこなうこ なく、
そこに生する対立、
相克を超えるということ 意味しているのであ
る。
また同じく斉物孟笥の長伯子と料嗚子との刈了1
9』一ク寸
IJおのすから然る11天“
において万物が成立していることを自見すること｝
1
」6
って、
そ仇そ仇の柑
の成立てはないかと疑われており、
或いは『＂吐す内篇ボ解和批判』
が、
実は祁線本以外では現在本の外雑篇に組み込まれていたらしいという指摘がなされ、
同じく「
庄子採加」ては汎象本の内七篇の丁べてか外雑揺より後
(19) (18) 
現在本『計子』 内七篇については従米再三にわたって疑義か提出されている。
例えは『庄子歯学討
諭集』所収「再論圧子」ては、
斉物論第二の後平
の立場をとっている。
(17) 
『論語』の命を伍命と解するのは、
焼に宋儒に｛？いて徹底されているか、
近年でも高田真冶著『支那息想の研先』や凸友閏竹『中田性学史＝なゞ
9]は
